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新型インフルエンザに関するQ＆A（4月28目版）について

　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、今回のメキシコや米国等における豚インフルエンザ事例に対応し、W

HOにおいて、インフルエンザのパンデミック警戒レベルをフェーズ4に引き

上げたところです。

　今般、保健所等における相談に活用するため、厚生労働省健康局結核感染症

課より、各都道府県等新型インフルエンザ担当部（局）宛、別添のとおり参考

資料が事務連絡されました。

　つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただき、貴会

管下郡市区医師会、医療機関等に対し、周知方よろしくご高配のほどお願い申

し上げます。



事　　務　　連　　絡

平成21年4月28日

越〕 新型インフルエンザ担当部（局）　御中

厚生労働省健康局結核感染症課

新型インフルエンザに関するQ＆Aについて

　今回のメキシコや米国等における豚インフルエンザ事例に対応し、WHOにお

いて、インフルエンザのパンでミック警戒レベルをフェーズ4に引き上げたと

ころです。

　保健所等における相談のため、以下の参考資料をお送りいたしますので、ご

活用いただくとともに、関係機関等への周知をお願いいたします。

記

1．新型インフルエンザに関するQ＆A（保健所用）（暫定版）

2．WHO事務局長マーガレット・チャン医師による宣言（仮訳）



新型インフルエンザに関するQ＆A

　　　　　　　　（保健所用：暫定版）　　　　4月28日

一基本情報一

新型インフルエンザとは何ですか？

新型インフルエンザウイルスとは、動物のインフルエンザリイルスが・人の

体内で増えることができるように変化し、人から人へと容易に感染できるよう

になったもので、このウイルスが感染して起こる痴患を新型インフルエンザと

いいます

今般、メキシコや米国等で確認された豚インフルエンザω1N1）を感染症法

第6条第7号に規定する新型インフルエンザ等感染症に位置づけたところです。

田0で1よパンデミックが起こる前からパンデミックがピークを迎えるまでを

状況に応じて6つのフェーズに分類して、それぞれの対応等を規定している。

　フェーズ3、は動物からヒトヘの新たなインフルエンザ感染があるが、ヒト

からヒトヘの感染がないかあっても稀である状態で、新型インフルエンザ対策

行動言個において1よ未発生期に当たります。

　フェーズ4はヒトーヒト感染が効率的に起こるようになった状態で、新型イ

ンフルエンザ対策行動計画においては、国内での新型インフルエンザの発生は

認められていない「第一段階（海外発生期）」に当たります。

パンデミックがはじまったのですか？

パンデミックを引き起こすインフルエンザとは、表面の抗原性がまったく異

なる新型のウイルスが出現することにより、ほとんどの人が免疫を持っていな

いため、世界的な大流行となり、大きな健康被害とこれに伴う社会的影響をも

たらすものです己
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　4月28日、糊0は、インフルエンザ切パンデミック警戒レベルを現在のフェ

ーズ3から4へ引き上げました。ただし、これはパンデミックの可能性が高ま

ったことを示唆するが、パンデミックが回避不可能なものであると示すもので

はないとしています。

通常のインフルエンザと見分けることは可能ですか？

　症状は類似しており見分けることは困難ですが、流行地への渡航歴・感染し

た豚との濃厚接触・感染者との書妾触歴等が参考になります。

症状等から新型インフルエン州こ感喫していると疑われる場合は、PCR（遺

伝子検査）等を行うことにより、確定診断をすることができます。

・一 ｷ行関連一

家族が流行国から帰国するのですがどのような手続きを経て帰宅す

るのでしょうか？

①発症していた場合は隔離されます。

②度航中に患者や感染が疑われる方と行動を共にしたり機内等において患者

に直接触れたり、2m以内で対話する等をした場合は濃厚接触者として停留

の対象になります。

③同乗者及び溌生国からの入国者については検疫法に基づく健康監視の対象

者になります。

流行地から帰ってきたが家族と一緒にいても良いですか？また食事を→御こす

ることば避けるべきですか？

流行地からの帰国者については症状を認めなくとも、10日間は自宅で待機い

ただき、外出はなるべく控えていただきます。ただし、家族と一緒に食事をし

たり、同じ部屋で過ごすことは構いません。
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検疫所と都道府県および保健所の担当者により、厳格に個人情報は保守され

ますので、御安心ください。

検疫法に基づく健康監視を拒否したら罰則はありますか？

検疫法に基づく健康監視を拒否した場合には罰則の対象となります。

（検疫法第36条　6ケ月以下の懲役又は50万円以下の罰金）

一医療関連一

　感染症法においては、国内で感染していることが確認された場合、入院して

治療を受けること、また、感染している可能1生が高い同居者等やその濃厚接触

者は、外出自粛を要請され、保健所へ健康状態を報告することが、定められて

います。

医療機関に受診している慢性疾患等を有する定期受診患者に特別な

配慮は必要でしょうか？

慢性疾患等を有する定期受診患者については、定期薬の長期処方をしておく

等、患者の状態に配慮しながら、まん延期となった場合に医療機関を直接受診

する機会が減らせるよう努めてください。

　また、慢性疾患等を有する定期受診患者について、まん延期に発熱した際に、

電話による診療により新型インフルエンザペの感操の有無について診断ができ

た場合には、ファクシミリ等により抗インフルエンザウイルス薬等の処方せん

を発行できます。このことをスムーズに実施いただくために事前にかかりつけ

医師が了承した上で、その旨をカルテ等に記載しておくよう努めてください。

予防のために何を準備したら良いですか？
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‘

飛沫感染予防のためのマスクと手洗いのための石けんを2週間分程度準備

することが望ましいです。

予防のためにタミフルをもらえるのですか？

　タミフルについては、国及び都道府県において十分な備蓄を進めていると

ころですが、新型インフルエンザによる感染が拡大した場合や、予防投与用の

備蓄量が一定以下になってきた場合には、予防投与は行わず、治療投与を優先

することになっています。

タミフルはどこで処方してもらえますか？

医療機関等において医師力脇腹と認める場合に、処方せんの発行により処方

されます。

一その他一

飲食物・生活必需品は何日分準備したらよいですか？

　パンデミックに備えて、2週間程度備蓄しておくことが望ましい

です。
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［仮訳］

WHO事務局長マーガレット・チャン医師による宣言

2009年4月27日

豚インフルエンザ

国際保健規則（2005）に基づき設置された緊急委員会の第2回会合が2009年4月27

日に開催された。

同委員会は、米国、メキシコおよびカナダにおける豚インフルエンザA／HIN1の確定

した発生について入手可能な情報を検討した。同委員会は他国にも拡散している可能

性があるという報告も検討した。

同委員会からの助言を受けて、WHO事務局長は下記を決断した。

事務局長は、インフルエンザのパンデミック警戒レベルを現在のフェーズ3から4へ

引き上げた。

パンデミック警戒レベルを高く変えることは、パンデミックの可能性が高まったこと

を示唆するが、パンデミックが回避不可能なものであると示すものではない。

更なる情報が得られれば、WHOは、フェーズ3に戻すか、ほかの警戒フェ一一ズに上

げるかを決定することができる。

この決断は、主に、ヒトーヒト間感染を示す疫学的なデータと、ウイルスが共同体レ

ベルの集団発生を起こす力を有していることに基づいている。

ウイルスが広範囲に広まっていることを考えると、事務局長は集団発生の封じ込めば

現実的ではないと考えた。現在のところは、被害を緩和する手段に集中するべきであ

る。

事務局長は国境を封鎖することのないよう、そして国際的な交通を制限することがな

いよう勧告した。体調の良くない者は渡航を遅らせ、国際的な旅行の後に症状が出つ

つある者は医療機関を受診することが望ましいと考える。

事務局長は、季節性インフルエンザ用のワクチンは現時点では継続して製造されるべ

きであるものの、状況に応じて再評価されるべきと考えている。WHOはA／HIN1ウイル

スに対して効果のあるワクチンを開発するのに必要な手順を促す予定である。

事務局長は、あらゆる対策は国際保健規則の目的と範囲に則るべきであることを強調

した。
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Sv盛ne　influenza

neEmergencyCo㎜i旗e，established血compliancewiththeIntemationalHealthReg田a幡（2005），heldi的

secondmeetingon27Apゴ12009・

職eCo㎜i“eeconsideredavaiIabIed伽con行㎜edoutbreaksofA阻INlswineinHue嘩intheU面ted
States　ofAme直ca，Mexico，and　Canada．TheCommitteealsoconsideredreports　ofpossiblespreadtoadditionai

countnes．

Onthe　advicgofthe　Committ㏄，the　WHO　Director－General　decidedonthefbllow量ng．

The　Dlrecto卜General　hasτaised　the　Ievel　ofinfluerEapandemic　alert　fヤom　the　cuπent　phase3to　phase4．

賄echangeba屈ghe∫phase・fp㎝demicaleπindicatesthatthelikelih・・d・fapmdemich岱increおed・butn・t

thatapandemicishlevitable・

Asfhrtherinfbmationbecomesavailable，WHOmaydecidetoeitherreverttophase30rraisethe　Ievel　ofalert

to　another　phase．

This　decisionwas　based　primariIy　onepidemiological　data　demonstrati㎎human－to，human　transmission　and　the

abilityofthevirustocausecommuni取一leve1・utbreaks・

Giventhe　widespread　presence　ofthe　virus，the　Directo卜Gener田considered　that　conta㎞ent　ofthe　outbreak　is

notfヒasible．The　curreM　fbcus　should　be　on　mitigation　measures．

The　Director．Geneml　recommended　notto　close　borders　and　no“o　rest1ict　intemational　traye1．It　was　considered

pmdent飾脚Plewh・anei皿t・delayintemati・naltmvel㎝d飴rpe・Pledeve1・pingsympt・ms拓11・wing

international　travel　to　seek　medical　attention．

TheDiτ㏄tor・General　considered　thatproduction　ofseasonal　influenzavaccineshould　continue　at　thistimg，

su切ecttoIe－evaluationasthesituationevolves．WHOwmfacilitatethepτocessneededtodevdopava㏄me

ef驚ctiveagainst朋1Nl　vkus．

The　Director－General　stressed　that　all　measures　should　confbml　withthe　purpose　and　scope　ofthe　Intemational

Heal廿1Regulations．
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